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Yell ～絆を深めてKeep Smile～ 

こちらは算数科、担当の佐伯先生よりミッションが届いています。早くプリントを終えた子ど

も達から、ご褒美！？のミッションに挑戦です。タブレットを上手に活用することで、1時間を

有効活用する担当の先生方の取組がとてもすばらしいです。 

おっ、ぼくは

1000点だ。 

 家庭科の学習では、ミシンを使ってエプロンづくりに挑戦。最初はパニック気味だった子ども

達も、今ではご覧の通り。友達と協力しながらどんどん縫い進めています。ふだんから友達同士

協力する体制ができているからこそ、このようにみんなで楽しく学習ができるのですね。 

先生からのミッションが届

いている♪頑張るぞ！ 

国語科では担当の河堂先生が授業の合間にタイピングレッスンをしています。子ども達は、１，２分とい

う短い時間ですが、集中してタイピングに取り組んでいます。目指せ、未来のプログラマー！ 



 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今、この一瞬にありがとう！ 

 今日の入学説明会のために5年生が準備や片づけを進んでしてくれました。1か月後には、あ

こがれの6年生が卒業し、5年生が最高学年となります。コロナ禍で様々な制約がありました

が、子ども達は大きく成長し、次のステージへと向かっています。 

 自信をもって次の扉を開くことができるよう、担任、担当一同応援していきます。来週も、ど

うぞご理解、ご支援のほどよろしくお願いします。 

 6年生は卒業まで残すところ1か月余りとなりました。

来月には「6年生を送る会」そして「卒業式」。小学校生活

最後の思い出を多く作り、自信をもって中学校への扉を開

けてほしい！そんな思いであふれる担任の先生とともに、

練習を始めました。 

「密になるから広がって。音は最小限に！」 

 様々な制約がありますが、できることを考え前向きに取

り組む6年生の姿にとても胸が熱くなりました。 

 この単元は、中学校進学を控えた子ども達に、自信をもって生きてほしい、そんな思いが込めら

れています。主人公の心情の変化を通して、今の自分と重ねながら学習を進めていきます。担当の

平崎先生は、子ども達の心に響く言葉をかけながら、残された時間を全力で授業に注いでいます。 

「キーンコーンカーンコーン♪」 

 チャイムが鳴ってしまいました。5年生の教室に行くと、みんなが笑顔でこちらを向いてくれ

ました。「ハイチーズ！」1日が終わるのは、本当に早いです。 

 


